
提案大学 大阪大学

連携大学 －

➢ コアファシリティの先駆けとしての医学系研究科附属共同研究実習センタ
ー(1955年設置)

➢ ｢研究設備・機器の共用に関する方針｣策定(2022年度)
➢統括部局としてコアファシリティ機構設置(2023年)、低温センター統合
➢最先端共用機器施設・ソリューション群(NIC、CiDER、微研ゲノム解析

室、質量分析センター等)、ARIM、BINDS、PDBj、共同利用・共同研
究拠点群

実 績

これまでの取組を抜本的に高度化させるため、①全分野研究基盤システム、②研究基盤マ
ネジメント人材、③研究基盤データ統合インテリジェンスに戦略的投資を実行し、あらゆる
研究者が容易にアクセス可能な「ハンダイ共用の場」を形成。関西地域の中核として、大
学、研究機関、民間企業等とも緊密に連携し、我が国の研究基盤の一翼を担う。

ビジョン・取組
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